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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための方法であって、
　ダウンリンク制御チャネルシグナリングを受信するためのパラメータの第１の構成を受
信することと、前記パラメータの第１の構成は、第１のカバレッジレベルに関連付けられ
る、
　チャネルコンディションに関する少なくとも１つのパラメータを測定することと、
　前記第１のカバレッジレベルに関連付けられた前記パラメータの第１の構成に基づいて
、前記少なくとも１つのパラメータについての第１の（Ｑｏｕｔ）、第２の（Ｑｉｎ）、
第３の（Ｅａｒｌｙ＿Ｑｏｕｔ）、および第４の（Ｅａｒｌｙ＿Ｑｉｎ）無線リンクモニ
タリング（ＲＬＭ）しきい値を決定することと、
　前記第１の（Ｑｏｕｔ）、第２の（Ｑｉｎ）、第３の（Ｅａｒｌｙ＿Ｑｏｕｔ）、およ
び第４の（Ｅａｒｌｙ＿Ｑｉｎ）ＲＬＭしきい値に基づいて、ＲＬＭ機能を実行すること
と、
　を備え、ここにおいて、前記１つまたは複数の動的ＲＬＭしきい値は、
　　前記ＵＥが非同期（ＯＯＳ）状態にあると考えられる、前記第１の品質ＲＬＭしきい
値（Ｑｏｕｔ）未満の、チャネルコンディションに関する前記少なくとも１つのパラメー
タの第１の品質しきい値と、
　　前記ＵＥが同期状態にあると考えられる、前記第２の（Ｑｉｎ）品質ＲＬＭしきい値
を上回る、チャネルコンディションに関する前記少なくとも１つのパラメータの第２の品
質しきい値と、
　を備え、
　ここにおいて、前記方法はさらに、
　チャネルコンディションに関する前記測定された少なくとも１つのパラメータが前記第
３の品質ＲＬＭしきい値（Ｅａｒｌｙ＿Ｑｏｕｔ）未満に下がる場合であるが、チャネル
コンディションに関する前記測定された少なくとも１つのパラメータが前記第１の品質Ｒ
ＬＭしきい値（Ｑｏｕｔ）未満に下がる前に、カバレッジゾーンの変化のインジケーショ
ンを送ることと、
　チャネルコンディションに関する前記測定された少なくとも１つのパラメータが前記第
４の品質ＲＬＭしきい値（Ｅａｒｌｙ＿Ｑｉｎ）を超える場合であるが、チャネルコンデ
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ィションに関する前記測定された少なくとも１つのパラメータが前記第２の品質ＲＬＭし
きい値（Ｑｉｎ）を超える前に、カバレッジゾーンの変化のインジケーションを送ること
と、
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記第３の（Ｅａｒｌｙ＿Ｑｏｕｔ）および第４の（Ｅａｒｌｙ＿Ｑｉｎ）ＲＬＭしき
い値を決定することは、ターゲットブロック誤り率（ＢＬＥＲ）に基づいて、前記第３の
（Ｅａｒｌｙ＿Ｑｏｕｔ）および第４の（Ｅａｒｌｙ＿Ｑｉｎ）ＲＬＭしきい値を選択す
ることを備え、
　前記ターゲットＢＬＥＲは、チャネルコンディションに関する前記測定された少なくと
も１つのパラメータに基づく、
　請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　カバレッジゾーンの前記変化の前記インジケーションを送ることは、カバレッジゾーン
の前記変化の明示的なインジケーションを送ること、またはカバレッジゾーンの前記変化
を示す前記少なくとも１つの測定されたパラメータのインジケーションを送ることを備え
る、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記インジケーションを送ることに応答して、ダウンリンク制御チャネルシグナリング
を受信するためのパラメータの第２の構成を受信すること、前記パラメータの第２の構成
は、第２のカバレッジレベルに関連付けられる、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記パラメータの第１の構成は、アグリゲーションレベル、反復レベル、送信モード、
または物理リソースブロック（ＰＲＢ）リソースセット中のＰＲＢの数、のうちの少なく
とも１つを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　チャネルコンディションに関する前記少なくとも１つのパラメータは、チャネルインパ
ルス応答、遅延拡散、ＵＥ速度、ドップラー値、前記ＵＥにおける受信アンテナの数、前
記ＢＳにおける送信アンテナの数、前記ＵＥと前記ＢＳとの間のチャネルのランク、受信
信号受信電力（ＲＳＲＰ）、受信信号受信品質（ＲＳＲＱ）、信号対干渉プラス雑音比（
ＳＩＮＲ）、間欠受信（ＤＲＸ）サイクル長または強化型ＤＲＸサイクル長に起因した測
定正確性、デューティサイクル、セルの展開モード、あるいは通信の半二重周波数分割複
信（ＦＤＤ）モードまたは時分割複信（ＴＤＤ）モードが構成されるか、のうちの少なく
とも１つを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記１つまたは複数のＲＬＭしきい値を決定することは、少なくとも１つのルックアッ
プテーブル（ＬＵＴ）に基づいて、前記１つまたは複数のＲＬＭしきい値を決定すること
を備え、前記方法は、
　ＬＵＴのセットを記憶することをさらに備え、ここにおいて、ＬＵＴの各セットは、ダ
ウンリンク制御チャネルシグナリングを受信するためのパラメータの異なる構成に関連付
けられ、ここにおいて、
　ＬＵＴの各セットは、ＬＵＴの１つまたは複数のサブセットを含み、
　ＬＵＴの各サブセットは、チャネルコンディションに関する前記測定された少なくとも
１つのパラメータのうちの１つに関連付けられる、
　請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記制御チャネルを成功裏に復号するために、前記ＵＥによって使用される前記制御チ
ャネルの反復の数を報告すること、または、
　前記制御チャネルのために構成される反復の数と前記制御チャネルを成功裏に復号する
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ために前記ＵＥによって使用される前記制御チャネルの反復の前記数との間の差を報告す
ること、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記少なくとも１つのパラメータは、信号対雑音比（ＳＮＲ）を備え、
　前記方法は、
　対応するブロック誤り率（ＢＬＥＲ）に前記ＳＮＲをマッピングすることと、
　前記ＲＬＭしきい値と前記ＢＬＥＲを比較することと、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ＳＮＲは、動的に選択されたフィルタ係数に基づいた平均値を備える、請求項９に
記載の方法。
【請求項１１】
　請求項１～請求項１０のうちのいずれか一項の方法のすべてのステップを実行するため
の手段を備える、装置。
【請求項１２】
　基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のための方法であって、
　ダウンリンク制御チャネルシグナリングを受信するためのパラメータの第１の構成をユ
ーザ機器（ＵＥ）に送ることと、前記パラメータの第１の構成は、第１のカバレッジレベ
ルおよび第１の（Ｑｏｕｔ）、第２の（Ｑｉｎ）、第３の（Ｅａｒｌｙ＿Ｑｏｕｔ）、お
よび第４の（Ｅａｒｌｙ＿Ｑｉｎ）無線リンクモニタリング（ＲＬＭ）しきい値に関連付
けられ、
　カバレッジゾーンの変化のインジケーションを、前記ＵＥから受信することと、ここに
おいて、前記インジケーションは、
　　前記第３のＲＬＭしきい値（Ｅａｒｌｙ＿Ｑｏｕｔ）、ここにおいて、前記インジケ
ーションは、前記ＵＥが非同期（ＯＯＳ）状態にある、前記第１のＲＬＭしきい値（Ｑｏ
ｕｔ）に関連付けられたインジケーションを前記ＵＥから受信する前に受信される、また
は、
　　前記第４のＲＬＭしきい値（Ｅａｒｌｙ＿Ｑｉｎ）、ここにおいて、前記インジケー
ションは、前記ＵＥが同期状態にある、前記第２のＲＬＭしきい値（Ｑｉｎ）に関連付け
られるインジケーションを前記ＵＥから受信する前に受信される、
　のうちの１つに関連付けられる、
　前記インジケーションを受信することに応答して、ダウンリンク制御チャネルシグナリ
ングを受信するためのパラメータの第２の構成を前記ＵＥに送ることと、前記パラメータ
の第２の構成は、第２のカバレッジレベルに関連付けられる、
　を備える、方法。
【請求項１３】
　請求項１２の方法のすべてのステップを実行するための手段を備える、装置。
【請求項１４】
　請求項１～請求項１０または請求項１２のうちのいずれか一項の方法のすべてのステッ
プを実装するためにコンピュータによって実行可能なプログラム命令を備える、コンピュ
ータプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２９】
　[0141]本開示の先の説明は、いずれの当業者も本開示を製造または使用できるようにす
るために提供されている。本開示への様々な修正は、当業者には容易に明らかとなり、本
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明細書で定義されている包括的な原理は、本開示の範囲または趣旨から逸脱することなく
、他のバリエーションに適用され得る。したがって、本開示は、本明細書で説明されてい
る例および設計に限定されるようには意図されておらず、本明細書で開示されている原理
および新規の特徴と矛盾しない最も広い範囲を与えられることとなる。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
[Ｃ１]　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための方法であって、
　ダウンリンク制御チャネルシグナリングを受信するためのパラメータの第１の構成を受
信することと、前記パラメータの第１の構成は、第１のカバレッジレベルに関連付けられ
る、
　チャネルコンディションに関する少なくとも１つのパラメータを測定することと、
　前記パラメータの第１の構成に少なくとも部分的に基づいて、前記少なくとも１つのパ
ラメータについての１つまたは複数の動的無線リンクモニタリング（ＲＬＭ）しきい値を
決定することと、
　前記１つまたは複数の動的ＲＬＭしきい値に基づいて、ＲＬＭ機能を実行することと、
　を備える、方法。
[Ｃ２]　前記１つまたは複数の動的ＲＬＭしきい値は、
　チャネルコンディションに関する前記少なくとも１つのパラメータの第１の品質しきい
値と、前記第１の品質しきい値未満で、前記ＵＥは、非同期（ＯＯＳ）状態にあると考え
られる、
　チャネルコンディションに関する前記少なくとも１つのパラメータの第２の品質しきい
値と、前記第２の品質しきい値を上回って、前記ＵＥは、同期状態にあると考えられる、
　を備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ３]　前記１つまたは複数の動的ＲＬＭしきい値は、第３の品質しきい値をさらに備え
、
　前記方法は、チャネルコンディションに関する前記測定された少なくとも１つのパラメ
ータが前記第３の品質しきい値未満に下がる場合であるが、チャネルコンディションに関
する前記測定された少なくとも１つのパラメータが前記第１の品質しきい値未満に下がる
前に、カバレッジゾーンの変化のインジケーションを送ることをさらに備える、
　Ｃ２に記載の方法。
[Ｃ４]　前記第３の品質しきい値を決定することは、前記第３の品質しきい値のインジケ
ーションを受信することを備える、Ｃ３に記載の方法。
[Ｃ５]　前記第３の品質しきい値を決定することは、ターゲットブロック誤り率（ＢＬＥ
Ｒ）に基づいて、前記第３の品質しきい値を選択することを備え、
　前記ターゲットＢＬＥＲは、チャネルコンディションに関する前記測定された少なくと
も１つのパラメータに基づく、
　Ｃ３に記載の方法。
[Ｃ６]　カバレッジゾーンの前記変化の前記インジケーションを送ることは、カバレッジ
ゾーンの前記変化の明示的なインジケーションを送ること、またはカバレッジゾーンの前
記変化を示す前記少なくとも１つの測定されたパラメータのインジケーションを送ること
を備える、Ｃ３に記載の方法。
[Ｃ７]　前記インジケーションを送ることに応答して、ダウンリンク制御チャネルシグナ
リングを受信するためのパラメータの第２の構成を受信すること、前記パラメータの第２
の構成は、第２のカバレッジレベルに関連付けられる、
　をさらに備える、Ｃ３に記載の方法。
[Ｃ８]　前記１つまたは複数の動的ＲＬＭしきい値は、第３の品質しきい値をさらに備え
、
　前記方法は、チャネルコンディションに関する前記測定された少なくとも１つのパラメ
ータが前記第３の品質しきい値を超える場合であるが、チャネルコンディションに関する
前記測定された少なくとも１つのパラメータが前記第２の品質しきい値を超える前に、カ
バレッジゾーンの変化のインジケーションを送ることをさらに備える、
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　Ｃ２に記載の方法。
[Ｃ９]　前記第３の品質しきい値を決定することは、前記第３の品質しきい値のインジケ
ーションを受信することを備える、Ｃ８に記載の方法。
[Ｃ１０]　前記第３の品質しきい値を決定することは、ターゲットブロック誤り率（ＢＬ
ＥＲ）に基づいて、前記第３の品質しきい値を選択することを備え、
　前記ターゲットＢＬＥＲは、チャネルコンディションに関する前記測定された少なくと
も１つのパラメータに基づく、
　Ｃ８に記載の方法。
[Ｃ１１]　カバレッジゾーンの前記変化の前記インジケーションを送ることは、カバレッ
ジゾーンの前記変化の明示的なインジケーションを送ること、またはカバレッジゾーンの
前記変化を示す前記少なくとも１つの測定されたパラメータのインジケーションを送るこ
とを備える、Ｃ８に記載の方法。
[Ｃ１２]　前記インジケーションを送ることに応答して、ダウンリンク制御チャネルシグ
ナリングを受信するためのパラメータの第２の構成を受信すること、前記パラメータの第
２の構成は、第２のカバレッジレベルに関連付けられる、
　をさらに備える、Ｃ８に記載の方法。
[Ｃ１３]　前記パラメータの第１の構成は、アグリゲーションレベル、反復レベル、送信
モード、または物理リソースブロック（ＰＲＢ）リソースセット中のＰＲＢの数、のうち
の少なくとも１つを備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ１４]　チャネルコンディションに関する前記少なくとも１つのパラメータは、チャネ
ルインパルス応答、遅延拡散、ＵＥ速度、ドップラー値、前記ＵＥにおける受信アンテナ
の数、前記ＢＳにおける送信アンテナの数、前記ＵＥと前記ＢＳとの間のチャネルのラン
ク、受信信号受信電力（ＲＳＲＰ）、受信信号受信品質（ＲＳＲＱ）、信号対干渉プラス
雑音比（ＳＩＮＲ）、間欠受信（ＤＲＸ）サイクル長または強化型ＤＲＸサイクル長に起
因した測定正確性、デューティサイクル、セルの展開モード、あるいは通信の半二重周波
数分割複信（ＦＤＤ）モードまたは時分割複信（ＴＤＤ）モードが構成されるか、のうち
の少なくとも１つを備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ１５]　前記１つまたは複数の動的ＲＬＭしきい値を決定することは、少なくとも１つ
のルックアップテーブル（ＬＵＴ）に基づいて、前記１つまたは複数の動的ＲＬＭしきい
値を決定することを備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ１６]　ＬＵＴのセットを記憶すること、ここにおいて、ＬＵＴの各セットは、ダウン
リンク制御チャネルシグナリングを受信するためのパラメータの異なる構成に関連付けら
れる、　をさらに備える、Ｃ１５に記載の方法。
[Ｃ１７]　ＬＵＴの各セットは、ＬＵＴの１つまたは複数のサブセットを含み、
　ＬＵＴの各サブセットは、チャネルコンディションに関する前記測定された少なくとも
１つのパラメータのうちの１つに関連付けられる、
　Ｃ１６に記載の方法。
[Ｃ１８]　前記少なくとも１つのＬＵＴは、チャネルコンディションに関する測定された
パラメータの対応するペアへのＲＬＭしきい値のマッピングを備える、Ｃ１５に記載の方
法。
[Ｃ１９]　ルックアップテーブル（ＬＵＴ）に基づいて、前記１つまたは複数の動的ＲＬ
Ｍしきい値に補正値を適用すること、
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ２０]　前記制御チャネルを成功裏に復号するために、前記ＵＥによって使用される前
記制御チャネルの反復の数を報告すること、または、
　前記制御チャネルのために構成される反復の数と前記制御チャネルを成功裏に復号する
ために前記ＵＥによって使用される前記制御チャネルの反復の前記数との間の差を報告す
ること、
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ２１]　前記少なくとも１つのパラメータは、信号対雑音比（ＳＮＲ）を備え、
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　前記方法は、
　対応するブロック誤り率（ＢＬＥＲ）に前記ＳＮＲをマッピングすることと、
　前記ＲＬＭしきい値と前記ＢＬＥＲを比較することと、
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ２２]　前記マッピングは、ルックアップテーブル（ＬＵＴ）に基づく、Ｃ２１に記載
の方法。
[Ｃ２３]　前記ＳＮＲは、動的に選択されたフィルタ係数に基づいた平均値を備える、Ｃ
２１に記載の方法。
[Ｃ２４]　基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のための方法であって、
　ダウンリンク制御チャネルシグナリングを受信するためのパラメータの第１の構成をユ
ーザ機器（ＵＥ）に送ることと、前記パラメータの第１の構成は、第１のカバレッジレベ
ルに関連付けられる、
　カバレッジゾーンの変化のインジケーションを、前記ＵＥから受信することと、
　前記インジケーションを受信することに応答して、ダウンリンク制御チャネルシグナリ
ングを受信するためのパラメータの第２の構成を前記ＵＥに送ることと、前記パラメータ
の第２の構成は、第２のカバレッジレベルに関連付けられる、
　を備える、方法。
[Ｃ２５]　前記インジケーションは、前記ＵＥが非同期（ＯＯＳ）状態にあるという、ま
たは前記ＵＥが同期状態にあるという、インジケーションを、前記ＵＥから受信する前に
受信される、Ｃ２４に記載の方法。
[Ｃ２６]　前記パラメータの第１の構成は、アグリゲーションレベル、反復レベル、送信
モード、または物理リソースブロック（ＰＲＢ）リソースセット中のＰＲＢの数、のうち
の少なくとも１つを備える、Ｃ２４に記載の方法。
[Ｃ２７]　カバレッジゾーンの前記変化の前記インジケーションを受信することは、カバ
レッジゾーンの前記変化の明示的なインジケーションを受信すること、またはカバレッジ
ゾーンの前記変化を示す前記少なくとも１つの測定されたパラメータのインジケーション
を受信することを備える、Ｃ２５に記載の方法。
[Ｃ２８]　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための装置であって、
　ダウンリンク制御チャネルシグナリングを受信するためのパラメータの第１の構成を受
信するための手段と、前記パラメータの第１の構成は、第１のカバレッジレベルに関連付
けられる、
　チャネルコンディションに関する少なくとも１つのパラメータを測定するための手段と
、
　前記パラメータの第１の構成に少なくとも部分的に基づいて、前記少なくとも１つのパ
ラメータについての１つまたは複数の動的無線リンクモニタリング（ＲＬＭ）しきい値を
決定するための手段と、
　前記１つまたは複数の動的ＲＬＭしきい値に基づいて、ＲＬＭ機能を実行するための手
段と、
　を備える、装置。
[Ｃ２９]　前記１つまたは複数の動的ＲＬＭしきい値は、
　チャネルコンディションに関する前記少なくとも１つのパラメータの第１の品質しきい
値と、前記第１の品質しきい値未満で、前記ＵＥは、非同期（ＯＯＳ）状態にあると考え
られる、
　チャネルコンディションに関する前記少なくとも１つのパラメータの第２の品質しきい
値と、前記第２の品質しきい値を上回って、前記ＵＥは、同期状態にあると考えられる、
　を備える、Ｃ２８に記載の装置。
[Ｃ３０]　前記１つまたは複数の動的ＲＬＭしきい値は、第３の品質しきい値をさらに備
え、
　前記装置は、チャネルコンディションに関する前記測定された少なくとも１つのパラメ
ータが前記第３の品質しきい値未満に下がる場合であるが、チャネルコンディションに関
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する前記測定された少なくとも１つのパラメータが前記第１の品質しきい値未満に下がる
前に、カバレッジゾーンの変化のインジケーションを送るための手段をさらに備える、　
Ｃ２９に記載の装置。
[Ｃ３１]　前記第３の品質しきい値を決定するための手段は、前記第３の品質しきい値の
インジケーションを受信するための手段を備える、Ｃ３０に記載の装置。
[Ｃ３２]　前記第３の品質しきい値を決定するための手段は、ターゲットブロック誤り率
（ＢＬＥＲ）に基づいて、前記第３の品質しきい値を選択するための手段を備え、
　前記ターゲットＢＬＥＲは、チャネルコンディションに関する前記測定された少なくと
も１つのパラメータに基づく、
　Ｃ３０に記載の装置。
[Ｃ３３]　カバレッジゾーンの前記変化の前記インジケーションを送るための手段は、カ
バレッジゾーンの前記変化の明示的なインジケーションを送るための手段、またはカバレ
ッジゾーンの前記変化を示す前記少なくとも１つの測定されたパラメータのインジケーシ
ョンを送るための手段を備える、Ｃ３０に記載の装置。
[Ｃ３４]　前記インジケーションを送ることに応答して、ダウンリンク制御チャネルシグ
ナリングを受信するためのパラメータの第２の構成を受信するための手段、前記パラメー
タの第２の構成は、第２のカバレッジレベルに関連付けられる、
　をさらに備える、Ｃ３０に記載の装置。
[Ｃ３５]　前記１つまたは複数の動的ＲＬＭしきい値は、第３の品質しきい値をさらに備
え、
　前記装置は、チャネルコンディションに関する前記測定された少なくとも１つのパラメ
ータが前記第３の品質しきい値を超える場合であるが、チャネルコンディションに関する
前記測定された少なくとも１つのパラメータが前記第２の品質しきい値を超える前に、カ
バレッジゾーンの変化のインジケーションを送るための手段をさらに備える、
　Ｃ２９に記載の装置。
[Ｃ３６]　前記第３の品質しきい値を決定するための手段は、前記第３の品質しきい値の
インジケーションを受信するための手段を備える、Ｃ３５に記載の装置。
[Ｃ３７]　前記第３の品質しきい値を決定するための手段は、ターゲットブロック誤り率
（ＢＬＥＲ）に基づいて、前記第３の品質しきい値を選択するための手段を備え、
　前記ターゲットＢＬＥＲは、チャネルコンディションに関する前記測定された少なくと
も１つのパラメータに基づく、
　Ｃ３５に記載の装置。
[Ｃ３８]　カバレッジゾーンの前記変化の前記インジケーションを送るための手段は、カ
バレッジゾーンの前記変化の明示的なインジケーションを送るための手段、またはカバレ
ッジゾーンの前記変化を示す前記少なくとも１つの測定されたパラメータのインジケーシ
ョンを送るための手段を備える、Ｃ３５に記載の装置。
[Ｃ３９]　前記インジケーションを送ることに応答して、ダウンリンク制御チャネルシグ
ナリングを受信するためのパラメータの第２の構成を受信するための手段、前記パラメー
タの第２の構成は、第２のカバレッジレベルに関連付けられる、
　をさらに備える、Ｃ３５に記載の装置。
[Ｃ４０]　前記パラメータの第１の構成は、アグリゲーションレベル、反復レベル、送信
モード、または物理リソースブロック（ＰＲＢ）リソースセット中のＰＲＢの数、のうち
の少なくとも１つを備える、Ｃ２８に記載の装置。
[Ｃ４１]　チャネルコンディションに関する前記少なくとも１つのパラメータは、チャネ
ルインパルス応答、遅延拡散、ＵＥ速度、ドップラー値、前記ＵＥにおける受信アンテナ
の数、前記ＢＳにおける送信アンテナの数、前記ＵＥと前記ＢＳとの間のチャネルのラン
ク、受信信号受信電力（ＲＳＲＰ）、受信信号受信品質（ＲＳＲＱ）、信号対干渉プラス
雑音比（ＳＩＮＲ）、間欠受信（ＤＲＸ）サイクル長または強化型ＤＲＸサイクル長に起
因した測定正確性、デューティサイクル、セルの展開モード、あるいは通信の半二重周波
数分割複信（ＦＤＤ）モードまたは時分割複信（ＴＤＤ）モードが構成されるか、のうち



(8) JP 2019-504578 A5 2020.2.20

の少なくとも１つを備える、Ｃ２８に記載の装置。
[Ｃ４２]　前記１つまたは複数の動的ＲＬＭしきい値を決定するための手段は、少なくと
も１つのルックアップテーブル（ＬＵＴ）に基づいて、前記１つまたは複数の動的ＲＬＭ
しきい値を決定するための手段を備える、Ｃ２８に記載の装置。
[Ｃ４３]　ＬＵＴのセットを記憶するための手段、ここにおいて、ＬＵＴの各セットは、
ダウンリンク制御チャネルシグナリングを受信するためのパラメータの異なる構成に関連
付けられる、
　をさらに備える、Ｃ４２に記載の装置。
[Ｃ４４]　ＬＵＴの各セットは、ＬＵＴの１つまたは複数のサブセットを含み、
　ＬＵＴの各サブセットは、チャネルコンディションに関する前記測定された少なくとも
１つのパラメータのうちの１つに関連付けられる、
　Ｃ４３に記載の装置。
[Ｃ４５]　前記少なくとも１つのＬＵＴは、チャネルコンディションに関する測定された
パラメータの対応するペアへのＲＬＭしきい値のマッピングを備える、Ｃ４２に記載の装
置。
[Ｃ４６]　ルックアップテーブル（ＬＵＴ）に基づいて、前記１つまたは複数の動的ＲＬ
Ｍしきい値に補正値を適用するための手段、
　をさらに備える、Ｃ２８に記載の装置。
[Ｃ４７]　前記制御チャネルを成功裏に復号するために、前記ＵＥによって使用された前
記制御チャネルの反復の数を報告するための手段、または、
　前記制御チャネルのために構成された反復の数と前記制御チャネルを成功裏に復号する
ために前記ＵＥによって使用された前記制御チャネルの反復の前記数との間の差を報告す
るための手段、
　をさらに備える、Ｃ２８に記載の装置。
[Ｃ４８]　前記少なくとも１つのパラメータは、信号対雑音比（ＳＮＲ）を備え、
　前記装置は、
　対応するブロック誤り率（ＢＬＥＲ）に前記ＳＮＲをマッピングするための手段と、　
前記ＲＬＭしきい値と前記ＢＬＥＲを比較するための手段と、
　をさらに備える、Ｃ２８に記載の装置。
[Ｃ４９]　前記マッピングは、ルックアップテーブル（ＬＵＴ）に基づく、Ｃ４８に記載
の装置。
[Ｃ５０]　前記ＳＮＲは、動的に選択されたフィルタ係数に基づいた平均値を備える、Ｃ
４８に記載の装置。
[Ｃ５１]　基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のための装置であって、
　ダウンリンク制御チャネルシグナリングを受信するためのパラメータの第１の構成をユ
ーザ機器（ＵＥ）に送るための手段と、前記パラメータの第１の構成は、第１のカバレッ
ジレベルに関連付けられる、
　カバレッジゾーンの変化のインジケーションを、前記ＵＥから受信するための手段と、
　前記インジケーションを受信することに応答して、ダウンリンク制御チャネルシグナリ
ングを受信するためのパラメータの第２の構成を前記ＵＥに送るための手段と、前記パラ
メータの第２の構成は、第２のカバレッジレベルに関連付けられる、
　を備える、装置。
[Ｃ５２]　前記インジケーションは、前記ＵＥが非同期（ＯＯＳ）状態にあるという、ま
たは前記ＵＥが同期状態にあるという、インジケーションを、前記ＵＥから受信する前に
受信される、Ｃ５１に記載の装置。
[Ｃ５３]　前記パラメータの第１の構成は、アグリゲーションレベル、反復レベル、送信
モード、または物理リソースブロック（ＰＲＢ）リソースセット中のＰＲＢの数、のうち
の少なくとも１つを備える、Ｃ５１に記載の装置。
[Ｃ５４]　カバレッジゾーンの前記変化の前記インジケーションを受信するための手段は
、カバレッジゾーンの前記変化の明示的なインジケーションを受信するための手段、また
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はカバレッジゾーンの前記変化を示す前記少なくとも１つの測定されたパラメータのイン
ジケーションを受信するための手段を備える、Ｃ５１に記載の装置。
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